




















【要約】家庭を核とする地域社会の社会的・文化的な社会資源・環境を子育て支援として

いかに構築していくかは、今の社会に課せられた大きな課題である。特に、ハイリスク児

として出生した児の育児に関わる様々な支援体制を一層整備し、育児を取り巻く環境の変

化に対応した手立てが要請される・現実にハイリスク児の親達が子育てに直面している過

程でいかなる問題を投げ掛けているのか、その実態を調査しその姿を浮き彫りにすること

を意図した。全国 7 か所の NICU の施設を対象に母親の育児についての意識、さらには育児

支援として何を期待しているかを 25 項目の質問紙調査法により検討した。明らかな障害を

認めえない 0 歳から 6 歳未満の乳幼児の母親 750 名に質間紙を郵送し回答を求めた。346

名から回答がえられ、回収率は 46・13%であった。なお・ハイリスク児の親が抱いている

問題を正期産児との対比により、その問題性を極めることとした。比較児群としの正期産

児は 7 施設のうち3 施設を対象に同じ年齢層の乳幼児 230 名の母親である。結論としてハ

イリスク児群の親は発育・発達への不安感が高く、ハイリスク児と親だけでなく、その周

囲の人たちをも視野にいれた支援システムの構築を強く要望しており、その意味において

も社会的な支援休制の確立が望まれている。 


